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老後に生き がい を 

雪
の
子
風
の
子
元
気
な
子

あ
の
子
も
こ
の
子
も
胸
は
っ
て

き

ょ
う
か
ら
う
れ
し
い
一
年
生

先
生
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

き
ら
き
ら
か
が
や
く
可
愛
い
目

お
茶
目
も
ち

ょ
っ
ぴ
り
神
妙
だ

父
さ
ん
母
さ
ん
だ
い
じ

ょ
う
ぶ

机
も
み
ん
な
き
ま
っ
た
よ

返
事
も
ハ
イ
と
で
き
ま
し
た

名
前
も
は
っ
き
り
言
い
ま
し
た

友
だ
ち
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た

姉
さ
ん
兄
さ
ん
や
さ
し
い
よ

校
舎
の
窓
に
も
陽
が
う
ら
ら
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生
き
が
い
と
働
き
が
い

一

の
あ
る
、
人
間
優
先
の
社
一

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ー
 

ー
 る
市
で
は
、
ひ
と
り
暮
し

一

や
仕
事
に
恵
ま
れ
な
い
お

一

と
し
よ
り
の
生
き
が
い
対
一
 

【
 策
の
ひ
と
つ
と
し
て
四
月
一
 

》
 
中旬
か
ら
オ
ー
ル
ド
二

（
 ー
 

ー
 ワ
ー
を
結
集
し
た
「
み
ど

ー
 

ー
 
り
の奉
仕
員
」
制
度
を
ス
ー
 

ー
 タ
ー
ト
さ
せ
、
お
と
し
よ

ー
 

ー
 り
の
積
極
的
な
社
会
参
加

一

一
 を
す
す
め
ま
す
c
 
 

一
 

六
十
五
歳
以
上
 

の
方
を
希
望
で
 

「
み
ど
り
の
奉
仕
員
」
制
度

は
、
市
の
四
十
八
年
度
の
重
点

施
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
母
と

子
と
老
後
の
幸
せ
を
優
先
す
る

福
祉
の
強
化
」
の
な
か
で
具
体

化
し
た
も
の
で
、
県
内
で
は
初

め
て
の
制
度
で
す
。
 

「
み
ど
り
の
奉
仕
員
」
は
、
 

原
則
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
を
対
象
に
呼
び
か
け
、
六
十

五
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
を
希

望
に
よ
っ
て
委
嘱
し
ま
す
。
 

樹
木
の
手
入
れ
 

な
ど
軽
い
作
業
 

奉
仕
員
は
、
四
月
か
ら
十
一

月
ま
で
の
八
カ
月
間
に
わ
た
っ

て
月
平
均
十
五
日
前
後
、
お
と

し
よ
り
が
住
ん
で
い
る
近
く
の

児
童
遊
園
地
や
公
園
、
そ
れ
に

公
共
施
設
な
ど
を
巡
回
し
、
お

と
し
よ
り
の
身
体
に
支
障
の
な

い
限
り
で
の
樹
木
の
手
入
れ
や

清
掃
、
こ
ど
も
の
遊
び
の
指
導

な
ど
軽
い
作
業
が
主
な
奉
仕
活

動
に
な
り
ま
す
。
 

】
1
4
ロ
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」
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》
 

一
《L

nvト
」】
手日
昨・
ユ
月
 

後
の
奉
仕
で
す
 

し
か
し
、
奉
仕
日
は
小
、
中

学
校
の
休
日
と
夏
休
み
期
間
を
 
 

重
点
的
に
お
こ
な
い
、
 一
日
の

奉
仕
活
動
は
午
後
一
時
か
ら
五

時
頃
ま
で
の
四
時
間
前
後
で
、
 

ふ
た
り
ひ
と
組
み
で
自
主
的
な

奉
仕
活

動
を

お
こ
な

い
ま
す

が
、
清

掃
な
ど

に
必
要
な

器

材
は
市
で
準
備
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
 

謝
礼
を
さ
し
あ

げ
ま
す
 

市
で
は
、
奉
仕
員
の
労
に
報

い
る
た
め
お
菓
子
や
た
ば
こ
代

と
し
て
毎
回
一
回
の
奉
仕
に
対

し
謝
礼
を
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

毎
月
十
五
日
間
と
し
て
八
カ

月
間
で
百
二
十
日
、
毎
日
十
人

年
間
延
べ
一
千
二
百
人
の
奉
仕

員
の
参
加
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
 

な
お
「
み
ど
り
の
奉
仕
員
」
 

に
つ
い
て
は
市
福
祉
事
務
所
に

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

第 1回おはよう 
サイ ク リ ング 

▽主催 市サイクリング協会、市教 

育委員会 

▽とき 5月 6日（日） 

午前 6時～7時 

▽集合 市庁舎前「お祭り広場」 

▽コース 柏村りんご園めぐり 

▽その他 1 回目に限り、年間の傷 

害保険料として 100円ご持参願い 

ます。雨天の場合は次週の日曜日に 

おこないます。 

2回目以降は 9月まで毎月第 1 日 

曜日におこないます。 

なお10月旧日 「体育の日」は「第 

7.回市民ラリー」を予定しています。 

活動を始めたみどりの奉仕員 
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l翻43年度ー般会言督算  

28億 /,582万7チ19 
麟 歳出 

賛妨譲与枕
で の他 /概572万円

が83万奇う月

ノ癒“ノノ万円

ノ億1“妨7チf9 

刀急1?w万円 

5.2% 

区諾収入誉穀 
一
 ノ億2ノノ‘万7チI9 

ノ応7,33./万9千円

ノ億“8I万3千円 

' 2億り叩万Iおq 

‘．ノ％ 
一
 

支
金
 

j肖防責 ',2% 

分担全及
び員担金 債費 乙‘% 仁タz 

市 債総務貴 ル．タ％ 弘既 

Z/o7 - 税故育黄 4施 Z74'5755fr3同 

2"5理属土木費タ怠“249万3千円 i? 27 

5izJ5ノ万円 2/.p% 

6徳昌％0万4千円 

一，‘ . ，ー～, 、、ーノ ,色 方，，ユ．“一～,,~,，胃Iロ ，かぐ” 
”馬FT刀門 	JJ’つ山  交付税 b凡工夏  ノり居らノ“JIJ” 一J~"  

衛生費
そ の他 

2億可752万汗円 名ノ名 

呆
出
 

名ロ1 

・

‘・3
 

▽
老
人
医
療
所
得
制
限
対
象

者
の
市
費
負
担
 
四
百
五
十
万

円
 ▽

特
定
目
的
住
宅
の
建
設

二
千
四
百
九
十
四
万
円
 

（
母
子
住
宅
八
戸
、
老
人
住

宅
六
戸
、
身
障
者
住
宅
六
戸
）
 

▽
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
助
成

三
百
二
十
六
万
円
 

（
ー
ク
ラ
ブ
ー
ー
千
百円
か
ら
 

三
千
円
に
）
 

▽
長
寿
ほ
う
賞
金
の
支
給
改

正
 
二
百
九
十
六
万
円
 

八
十
歳
ー
八
十
四
歳
（
二
千

円
を
三
千
円
に
）
八
十
五
歳
ー
 

八
十
七
歳
（
三
千
円
を
四
千
円

に
）
 

▽
み
ど
り
の
奉
仕
員
を
設
置

四
十
八
万
円
 

▽
ね
た
き
り
老
人
対
策
費
 

五
十
五
万
円
 

▽
妊
産
婦
医
療
費
（
国
保
対

象
）
 
の十
割
給
付
 
百
六
十
万

円
 ▽

遺
児
の
援
護
対
策
 
八
十

万
円
 

▽
心
身
障
害
者
（
児
）
の
扶

養
共
済
掛
金
の
市
助
成
 
三
十

三
万
円
 

▽
「
森
の
家
」
建
設
 
九
百

万
円
 

（
新
宮
団地
内
、
集
会
室
、
 

身
障
者
用
の
フ
ロ
、
授
産
施
設
 

を
併
設
）
 

J
 

警
医

療
費
を
十
割
給
付
に
 

△
母
と
子
と
老
後
の
幸
せ
を
優
先
す
る
福
祉
の
強
化
V
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シ I 	吉l」 

市
の
昭
和
四
十
八
年
度

の
一
般
、
特
別
会
計
予
算

は
三
月
の
第
一
回
定
例
市

議
会
で
一
般
会
計
の
予
算

の
総
額
を
前
年
度
当
初
予

算
ょ
り
四
億
一
千
九
百
三

十
二
万
五
千
円
多
い
二
十

八
億
一
千
九
百
八
十
二
万

七
千
円
（
伸
び
率
一
七
・

五
者
）
 
に
可
決
しま
し

た
。
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
佐
々
木
市
長
が

所
信
表
明
で
そ

の
一
端

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す

が
①
母
と
子
と
老
後
の
幸

せ
を
優
先
す
る
福
祉
の
強

化
、
②
市
民
総
参
加
で
出

か
せ
ぎ
を
な
く
す
る
新
一
一

十
五
万
都
市
の
建
設
、
③

市
民
生
活
を
守
る
環
境
、
 

道
路
、
低
物
価
政
策
の
推

進
、
④
花
と
緑
と
小
鳥
の

あ
ふ
れ
る
学
園
都
市
の
充

実
、
の
四
つ
の
柱
を
骨
子

こ
、
 

「
人
間優
先
を
基
調
と
し

た
福
祉
の
強
化
と
教
育
文

化
の
充
実
を
は
か
り
、
産

業
経
済
の
面
に
お
い
て
は

農
、
商
、
工
が
三
位
一
体

と
な
っ
て
、
新
二
十
五
万

都
市
建
設
の
原
動
力
と
な

る
よ
う
」
そ
の
編
成
方
針

に
重
点
を
置
い
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
基
本

方
針
を
つ
ら
ぬ
く
た
め
に

物
価
高

な
ど
に
よ
る
市

民
生
活
の
圧
迫
の
現
状
に

か
ん
が
み
、
市
民
負
担
の

軽
減
を
は
か
る
べ
く
「
管

理
的
な
経
常
経
費
の
徹
底

的
な
節
減
を
は
か
り
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
は
緊
急

と
重
要
性
を
尊
重
し
て
行

政
高
率
の
最
善
を
期
す
る
 

」
 
こと
に
配
慮
し
て
お
り

ま
す
。
以
下
四
十
八
年
度

の
主
な
事
業
を
紹
介
し
て

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
あ

お
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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②
 

△
市
民
総
参
加
で
出
か

せ
ぎ
を
な
く
す
る
新
ニ
十

五
万
都
市
の
建
設
V
 

▽
圃
場
整
備
調
査
計
画

費
の
助
成
 
一
千
五
十
五

万
円
 

▽
水
稲
種
子
更
新
の
補

助
 
五
十
六
 

万
円
 

施
 

▽
果
樹
栽
 

培
の
省
力
化
の
促
進
 
一
一

百
十
八
万
円
 

▽
り
ん
ご
ワ
ィ
化
促
進

九
十
四
万
円
 

（
モ
デ
ル
園
、
ー
ー
カ
所

の
助
成
）
 

▽
新
農
業
セ
ン
タ
ー
整
 
 備

事
業
 
一
千
三
百
八
十

万
円
 

▽
大
規
模
育
苗
施
設
事

業
補
助
四
百
五
十
六
万
円
 

（
共同
育
苗
施
設
の
建

設
な
ど
）
 

▽
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
 

置
補
助
 
二
十
万
円
 

（施
設
園
芸
の
促
進
）
 

▽
一
般
農
道
整
備
事
業

四
千
百
十
ニ
万
円
 

▽
広
域
農
道
調
査
委
託

費
 
三
百
八
十
七
万
円
 

（
五所
川
原
ー
板
柳
間
 
 の

調
査
）
 

▽
県
環
境
緑
化
ま
つ
り
 

の
開
催
 
二
十
万
円
 

（四
月
、
五
所
川
原
開
 

催
）
 

▽
特
別
融
資
保
証
貸
付
 

原
資
 

二
千
五
百
万
 

円
 ▽

商
店
街
 

振
興
組
合
利
子
助
成
 
七

十
八
万
円
 

設

園

芸
を
促
進
 



48年度市一般特別会計予算決ま 

新25万都市建設の原動力に 
、 

内 訳 

28億1 .982万7千 

9億 830万「 

9億 830万「 

1億2,401万「 

1億5,869万「 

会 計 別 

ー般会計 

特別会計 

市立高等看護学院会計 

国民健康保険事業勘定会計 

公共用地取得事業会計 

水道事業会計 

収益的収入 

1億 881万3千 

6億2,711万6千 

5,000万 

1億3,069万7千 

1億3,069万7千 

1,5し山千I 

3,451万4千I 

収益的支出

資本的収入

資本的支出

病院事業会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出 

質別内訳 

③ 

1Z議か 
(2 Z. 7%) 

整董適堕重 
3p1.i8万8千円(7. /70) 

扶助貴 
6億2,775万 

(22.3%) 

物件責 
2億み62万7f19 

人件質 
5億約5万2千円 

(20，ノ％ ) 

での他 
例2hFJ 

(3. 

総 顧、 

28億、タ82万7秤 

(/00.0刀 

＜花と緑と小鳥のあふれる学園都市の充実＞ 

児童遊園地を整備 

▽
下
水
道
調
査
委
託
料
 
五

百
万
円
 

▽
塵
芥
車
購
入
 
二
百
七
十

万
円
 

▽
公
害
（
大
気
汚
染
）
測
定

器
購
入
 
七
十
二
万
円
 

▽
地
域
環
境
モ
デ
ル
地
区
の

助
成
 
三
十
万
円
 

▽
市
営
住

宅
建
設
（

一
八

戸
）
 
五
千
九
百
二
十
八
万
円

▽
消
防
庁
舎
建
設
 
一
億
円

▽
区
画
整
理
事
業
 
一
億
八

千
百
三
十
万
円
 

（組
合
施
工
調
査
費
二
千
四
 

百
万
円
を
含
む
）
 

▽
街
路
整
備
事
業
 

三
千
二
百
七
十
七
万
円
 

▽
道
路
新
設
改
良
事
業
 
一
 

億
六
十
九
万
円
 

▽
橋
梁
改
良
事
業
 
七
百
一
一
 

十
万
円
 

▽
グ
レ
ー
ダ
ー
購
入
 
五
百
 

九
十
四
万
円
 

▽
交
通
安
全
施
設
 
四
百
五
 

十
万
円
 

▽
花
と
緑
と

小
鳥
の
市
民
連

合
の
補
助
 
一
一

十
万
円
 

▽
児
童
遊
園

地
整
備
費
 
百

三
十
八
万
円

▽
不
動
公
園

調
査
費
 
五
十

万
円
 

▽
第
二
中
建

設
費
（
一
一
期工

事
）
 
一
億
百

七
万
円
 

▽
高
等
看
護
 

学
院
の
建
設
 

九
千
六
百
五
十
万
円
 

▽
沖
飯
詰
小
学
校
の
プ
ー
ル

建
設
 
五
百
三
十
万
円
 

▽
国
体
準
備
費
 
二
百
万
円

▽
津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
 

整
備
 
一
千
百
五
十
三
万
円

▽
国
土
調
査
事
業
 
八
百
七

十
一
万
円
 

▽
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

五
百
六
十
万
円
 

▽
商
工
、
夏
ま
つ
り
委
託
料

百
八
十
万
円
 

▽
水
資
源
開
発
調
査
委
託
料

百
五
十
万
円
 

消
防
庁
舎
を
建
設
 

△
市
民
生
活
を
守
る
環
境
、
道
路
、
低
物
価
政
策
の
推
進
V
 

i 



大町商店街での商業診断 

姉
広
商

業
診

断
か
ら

△
勧
告
 
そ
の

5
V
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集巣管鷺蕪 

当
市
に
お
い
て
は
、
市
内
卸

し
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
市
街
の

中
心
部
に
立
地
し
て
お
り
、
交

遭
量
の
激
増
に
よ
っ
て
、
ス
ム
 

ー
ズ
な
商
品
の
搬
出
入
が
で
き
 

'
 

④
 

五
所
川
原
市
議
会
定
例
会
は

三
月
二
十
日
か
ら
十
一
日
間
開

か
れ
、
昭
和
四
十
八
年
度
各
会

計
予
算
な
ど
議
案
三
十
二
件
と

報
告

一
件
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か

議
員
提
出
議
案

一
件
、
請
願
一

件
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

四

十
七

年

彦

補
正
予
算
 

▽
一
般
会
計
 
百
七
十
二
万

五
千
円
追
加
、
総
額
二
十
七
億

五
千
九
十
八
万
二
千
円
 

▽
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

特
別
会
計
 
三
千
五
百
六
万
七

千
円
追
加
、・
総
額
五
億
九
千
三

百
三
十
一
万
二
千
円
 

▽
水
道
事
業
会
計
 
収
益
的

収
入
支
出
 
百
五
十
二
万
円
追

加
、
資
本
的
収
入
百
五
十
二
万

五
千
円
減
額
、
支
出
百
万
円
追
 

日
 ▽

病
院
事
業
会
計
 
収
益
的

収
入
支
出
四
百
八
十

一
万
四
千
 
 

円
追
加
、
総
額
九
億
百
八
十
九

万
三
千
円
、
資
本
的
収
入
支
出

一
千
五
百
三
十
八
万
円
追
加
、
 

総
額
二
千
五
百
六
十
二
万
四
千
 

円
 

四

十
八
年

度
予

算
 

▽
一
般
会
計
 
予
算
総
額
一
一

十
八
億

一
千
九
百
八
十
二
万
七

千
円
（
四
七
年
度
当
初
予
算
ょ

り
一
七

・
五
督
増
）
 
▽
国
民

健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

総
額
六
億
二
千
七
百
十
一
万
六

千
円
 
▽
市
立
高
等
看
護
学
院

特
別
会
計
 
総
額

一
億
八
百
八

十
一
万
三
千
円
 
▽
公
共
用
地

取
得
事
業
特
別
会
計
 
総
額
五

千
万
円
 
▽
水
道
事
業
会
計
 

収
益
的
収
入
支
出
 
一
億
三
千

六
十
九
万
七
千
円
、
資
本
的
支

出

三
千

四
百
五
十
一
万

四
千

円
 
▽
病
院
事
業
会
計
 
収
益

的
収
入
支
出
 
九
億
八
百
三
十
 
 

万
円
、
資
本
的
支
出

一
億
五
千

八
百
六
十
九
万
円
 

条
例
改

正
な
ど

主

な
も
の
 

▽
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一

部
改
正
▽
市
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
改
正
▽
市
税
条
例
の
一

部
改
正
（
従
来
、
都
市
計
画
事

業
の
財
源
と
し
て
課
税
し
て
い

た
水
利
地
域
税
を
廃
止
し
て
新

た
に
都
市
計
画
税
を
新
設
）
 

▽
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一

部
改
正
（
被
保
険
著
の
妊
産
婦

の
外
来
診
療
分
医
療
費
の
全
額

無
料
化
）
▽
市
老
人
医
療
費
支

給
条
例
（
老
人
福
祉
法
で
老
人

医
療
費
の
支
給
対
象
外
の
老
人

に
療
養
費
の
支
給
）
▽
市
広
域

新
農
業
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
（
 

農
業
の
試
験
研
究
と
農
業
者
、
 

農
業
後
継
者
の
技
術
習
得
等
）
 

▽
長
寿
ほ
う
彰
金
支
給
条
例
の

一
部
改
正
八
十
歳

ー
八
十
四

歳
（
二
、
〇
〇
〇
円
を
三
、
〇

〇
〇
円
に
）
八
十
五
歳
ー
八
十

七
歳

（
三
、
〇
〇
〇
円
ー
四
、
 

〇
〇
〇
円
に
）
▽
市
保
育
所
に
 
 

関
す
る
費
用
の
支
弁
及
び
徴
収

条
例
（
入
所
す
る
児
童
の
費
用

の
支
弁
、
徴
収
と
保
育
料
の
軽

減
措
置
等
）
▽
市
遺
児
入
学
祝

金
等
支
給
条
例
（
入
学
金
は
遺

児
ひ
と
り
に
つ
き
五
、
〇
〇
〇

円
、
卒
業
祝
金
は
遺
児
ひ
と
り

に
つ
き
七
、
〇
〇
〇
円
、
弔
慰

金
は
、
死
亡
し
た
父
母
ま
た
は

父
も
し
く
は
母
に
つ
き
一
〇
、
 

〇
〇
〇
円
）
 

そ
の

他
 

▽
市
道
路
線
の
認
定
▽
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

承
認
（
菊
池
清
助
氏
井
大
町
）
 

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
 （
平山
ス
ュ
氏
廿
布
屋

町
、
今
良
太
郎
氏
廿
浅
井
）
 

▽
工
事
の
請
負
契
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
▽
そ
の
他
二
件

議
員
提

ホ
議
案
 

教
育
費
超
過
負
担
軽
減
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

請
願
 

高
楯
城
跡
史
料
館
建
設
に
関
す

る
請
願
 

3
2議
案
を
可
決
 

第
一

回
定
例
市
議

会
終
る
 

ず
卸
し
の
立
地
し
て
い
る
地
区
の
ほ
と
ん
ど
が
交
通
規
制
区
域
で
あ

る
た
め
、
顧
客
の
駐
車
す
ら
困
難
な
状
態
で
あ
る
。
 

経
営
規
模
の
拡
大
に
よ
り
、
商
品
倉
庫
の
拡
張
を
必
要
と
す
る
企

業
が
あ
る
が
、
現
在
地
が
狭
い
た
め
、
倉
庫
が
各
所
に
分
散
さ
れ
て

お
り
管
理
上
さ
ま
ざ
ま
な
不
便
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
地

環
境
上
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
各
企
業
の
営
業
費
は
増
加
し
、一
ひ
い
て

は
市
全
体
の
流
通
コ
ス
ト
の
上
昇
と
な
っ
て
消
費
世
帯
に
お
よ
ぼ
す

影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
経
営
上
の
あ
い
路
を
打
開
〈

1
 

卸
し
業
の
機
能
と
役
割
を
十
分
に
は
た
す
た
め
に
は
、
根
本
的
な
改
，
 

善
策
を
必
要
と
す
る
。
 

す
な
わ
ち
、
現
在
地
か
ら
立
地
環
境
の
良
い
場
所
的
条
件
の
整
っ

た
と
こ
ろ
へ
移
転
す
る
。
営
業
活
動
を
す
る
う
え
に
お
い
て
必
要
な

十
分
な
敷
地
を
確
保
し
、
こ
こ
に
営
業
施
設
を
全
て
集
中
す
る
。
従

業
員
を
ふ
や
し
、
離
職
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
従
業
員
の
た
め
の

福
利
厚
生
施
設
を
設
置
す
る
。
流
通
コ
ス
ト
の
上
昇
を
押
え
る
た
め

の
一
助
に
、
商
品
集
配
送
、
計
算
事
務
な
ど
の
共
同
化
を
お
こ
な
う
。
 

な
ど
の
対
策
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
方
策
を
個
々
の
企
業

の
力
で
実
施
す
る
こ
と
は
資
本
規
模
か
ら
み
て
困
難
で
あ
り
、
そ
こ

に
集
団
化
、
卸
し
団
地
化
の
団
結
力
に
よ
っ
て
諸
問
題
を
解
決
す
る

必
要
が
で
て
く
る
。
集
団
化
、
卸
し
団
地
化
を
す
る
と
市
の
都
市
機

能
に
対
し
て
▽
都
市
計
画
に
よ
る
市
街
地
の
再
開
発
が
容
易
と
な
る

▽
卸
し
店
舗
の
郊
外
移
転
に
よ
っ
て
、
市
街
地
中
心
部
の
交
通
が
減

少
し
、
街
区
の
交
通
条
件
が
良
く
な
る
、
な
ど
の
効
果
の
ほ
か
に
卸

し
団
地
参
加
企
業
の
経
営
に
対
し
営
業
施
設
の
管
理
が
し
ゃ
す
く
な

る
、
な
ぞ
の
効
果
の
ほ
か
、
小
売
業
に
対
し
て
も
仕
入
が
便
利
と
な

り
仕
入
先
、
仕
入
商
品
の
選
択
が
容
易
に
な
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る

し
か
し
市
の
卸
し
業
者
の
近
代
化
は
、
卸
し
団
地
だ
け
で
達
成
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
間
の
物
的
流
通
機
能
、
取
引
関
係
の
近
代

化
の
た
め
に
は
、
県
内
で
調
整
の
と
れ
た
卸
売
市
場
を
市
に
設
置
す

る
、
と
い
う
マ
ク
ロ
な
視
点
か
・
，フ
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
お
わ
り
 

、
 



地 区 名 2 回目 場 	所 時 	間 

小曲、錦町、幾島町、柏原町、 5月16日 中央公民館 午後 1時30分 
末広町、新宮末広町、上、下、 ~3時 
中、平井町、ひなた町、東雲町 
敷島町、旭町、大町、さっき町 

七 	和 5 月16日 七和支所 午前10時～ 
Ii時 

栄 5 月17日 栄支所 午後 1時～ 
1時30分 

梅 	沢 5月17日 梅沢支所 午後 1 時30分 
~2時 

中 5月旧日 中川支所 午後 1 時301 
~2・ 

三 	好 5月18日 三好診療所 午後 1時30分 
~2時30分 

松 	島 5 月22日 松島支所 午後 1時～ 
2時 

長 	‘橋 5 月22日 長橋診療所 午後 1時30分 
~2時釦分 

飯 	詰 5月23日 飯詰支所 午後 1時30分 
~2時30分 

毘 沙 門 5 月23日 毘沙門小学校 午後 1 時30分 
~2時 

東町、布屋町、本町、寺町、岩 5月24日 中央公民館 午後 1 時30分 
木町、川端町、柳町、成田町、 ~3時 
新町、鎌谷町、弥生町、田園調 
布、平和町、田町、栄町、元町 
日の出町、烏森 

) 

、 

愛犬には 

狂犬病の予防注射と登録を 
（後 半） 

z飼い犬の登録は年に 1 回、狂犬病の予防注射は 2 回 

な要です。 （狂犬病予防注射を受けず、登録をしない 

飼い主に対しては 3 万円以下の罰金が課せられます） 

’▽登録料金 1 匹 300円 

▽注射料金 1 匹 360円 

（ただし、日程以外のときは登録300円と予防注

射 600円になります） 

4 月23日 坂の上、南新、 
北新、中町、新
町、大町、伝助
町、下町、上町
寺町、大正町、 
南下、大日町、 
中下、長坂、曙
町、五本松、北
下、下村 

飯詰支所前 i0,00-11,00 

集会所前 11,10~I1,30 西岩崎、東岩崎
味噌ケ沢 葛西嘉四雄宅前 2,00~ 2,20 
平 	町 渋谷俊 	宅前 3,10~ 3,30 
大 	開 集会所前 3,40-14,00 
金山、田中 かいどう児童館前 4,30~ 5,00 
野 	崎 渋谷守夫宅前 5,20~ 5,40 

4 月24日 吹 	畑 松島支所前 0,00-- 0,20 
石 	岡 精米所前 0,30-10 ,50 
二本柳 寺田惣吉宅前 1,00~ 1,20 
唐笠柳 小山内与一宅前 1.40~ 2,00 
米 	田 精米所前 3,00へJ 3.20 
水野尾 集会所前 3.3o-- 4,0k 
富 	桝 中川武宅前 4,10~, 4.31 

4 月25日 太刀打 山形豊太郎宅前 0,00~ 0,20 
一野坪 対馬静賢宅前 0.30~ 0,5n 
中 	村 小野千代造宅前 1,00~ 1,30 
馬 	性 対馬堅一宅前 1,40~ 2,Or 
悪 	戸 高橋りんご屋前 3.00~ 3.30 
宮 	田 渋谷六郎宅前 3,40~ 4,00 
川代田 外崎嘉四太郎宅前 14,10へJ 4,40 

小児 マ ヒ 
生ワクの投与（2回目） 

赤ちゃんを小児マヒから守るため、市健康年金課では生ワ

クチンの投与を次の日程でおこないます。 該当する赤ちゃん

は必ずのませ、該当する以外の赤ちゃんでもまだ 1回ものま

せていない赤ちゃんがおりましたら投与をうけてください。 

昭和47年 1 月 1 日から12月31日までに生まれた赤ちゃんは 

2 回のませてください。 

昭和48年 1月 1 日から 1 月31日までに生まれた赤ちゃんは 5 月に 1 

回のませてください。料金は無料です。 

なお生ワクチンの投与をうける赤ちゃんの熱は必ずはかり、母子手

帳を忘れないようにしてください。 

ノ 
J 
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蔭無 
I簾II 農 
‘雀験作 

嘱業 
ニラ1 

⑥ 

‘ ノ1、 の 

！響麟 

一
難縄
難
鷲
一一
 

市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の

ほ
ど
昭
和
四
十
八
年
度
の
農
業

日
雇
賃
金
と
耕
転
機
な
ど
機
械

賃
借
料
の
標
準
額
を
次
の
と
お

り
決
め
ま
し
た
。
 

女
千
六
百
円
 
▽
島
刈
（

一
島

十
把
）
男
女
二
十
円
▽
脱
穀
調

整
（
一
日
当
り
賄
な
し
）
男
千

六
百
円
、
女
千
五
百
円
 

◇
畑
 
▽
り
ん
ご
せ
ん
定
（
 

特
技
者
を
除
く
、

一
日
当
り
賄

な
し
）
男
女
二
千
円
、
▽
り
ん

ご
人
工
交
配
（
一
日
当
り
賄
な

し
）
男
女
千
四
百
円
、
▽
り
ん

ご
摘
果
（
一
日
当
り
賄
な
し
）
 

男
女
千
四
百
円
 
▽
り
ん
ご
袋

掛
（
一
日
当
り
能
力
三
千
五
百

枚
）
男
女
千
二
百
円
か
ら
千
五

百
円
ま
た
は

一
把
三
十
二
円

▽
り
ん
ご
薬
剤
散
布
（
一
日
当

り
賄
な
し
）
男
千
五
百
円
、
女

千
四
百
円
 
▽
り
ん
ご
収
穫
（
 

農
業
日
雇
賃

金
 

一
日
当
り
賄
な
し
）
男
女
千
四
 

◇
耕
転
機

（
一
日
当
り
）
五
 

百
円
 

千
円
 

◇
水
田
 
▽
田
植
（
一
日
当
 
◇

一
般
農
作
業
（
一
日
当
り
 

◇
脱
穀
機
（
全
自
動
、

一
日

り
賄
な
し
）
男
女
千
六
百
円
 
賄
な
し

）
男
千
四
百
円
、
女
千
 

当
り
）
五
千
円
 

▽
除
草
（
一
日
当
り
賄
な
し
）
 
三
百
円
 

◇
ォ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
賃

男
女
千
五
百
円
 
▽
稲
刈
（

一
 
金
 
一

日
当
り
二
千
八
百
円
ま

日
当
り
賄
な
し
）
男
千
七
百
円
 
た
は
一
時
間

当
り
四
百
円
 

ミ
ミ

ミ
×
 ー
 
ミ
畿

l

ー
 

耕
転
機
な
ど
賃
料
 

◇
耕
転
機
 
▽
田
打
叫
き
（
 

一
〇
ァ
ー
ル
当
り
）
二
千
二
百

円
 
▽
畑
打
砕
き
（
一
〇
ァ
ー
 

ル
当
り
）
二
千
百
円
 
▽
田
荒

し
ろ
か
き
（
一
〇
ァ
ー
ル
当
り

二
回
）
千
八

百
円
 
▽
田
し

ろ
か
き
（
一
〇
ァ
ー
ル
当
り
一
一

回
）
千
六
百
円
 
▽
耕
起
か
ら

し
ろ
か
き
ま
で
 （
一
〇
ァ
ー
ル

当
り
）
五
千
二
百
円
 
▽
田
薬

剤
散
布
（
一
〇
ァ
ー
ル
当
り
）
 

五
百
二
十
円
 

◇
全
自
動
脱
穀
機
（
一
日
当

り
ひ
と
り
付
）
八
千
円
 

◇
バ
イ
ン
ダ
ー
 
（糸
持
一
〇

ア
ー
ル
当
り
）
四
千
五
百
円

◇
草
刈
機

（
一
日
当
り
）
四

千
三
百
円
 

◇
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
 
（
人付
一

〇
ァ
ー
ル
当
り
）
 
三
千
円
 

耕
転
機
な
ど
の
借
料
 

海
上

保
安
学
生
募
集
 

（
人
事
院
、海
上
保
安
庁
）
 

▽
受
付
期
間
 
四
月
二
十
三

日
 
（月
）
ー
五

月
十
一
日

（
 

金
）
 

▽
採
用
予
定
者
 
約
八
十
人

▽
受
験
資
格
 
昭
和
二
十
四

年
四
渥
一
日
以
降
生
ま
れ
の
男

子
で

一
、
高
校
を
卒
業
し
た
人

二
、
高
等
専
門
学
校
の
第
三
学

年
を
修
了
し
た
人
三
、
大
学
入

学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
人

の
ど
れ
か
ひ
と
つ
に
該
当
す

る
人
 

▽
試
験
日
 
六
月
三
日

（
日
 

）
第
一
次
試
験

（教
養
、
作
文

試
験
）
第
二
次
試
験
、
八
月
一

日
（
水
）
 
（人
物
試
験
、
身
体

検

査
、
身

体
測
定
、
体
力
検

査
）
 

▽
申
込
用
紙
の
請
求
先
 

人
事
院
東
北
事
務
局
、
仙
台

市
本
町
三
ー
三
ー

一
 
（郵
便
番

号
九
八
〇
）
電
話
〇
二
二
二
（
 

2
1）
二
〇
〇
一
番
 

、
、
、
、
、
、
、
、、
、
、
、
、
、、
、
、
、
、
、
 

海
外
研
修
生
を
募
集
 

市
立
「
国
連
青
少
年
の
家
」
 

で
は
つ
ぎ
の
要
領
で
研
修
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

四
十
八

年
度
の
 

青
年
の

船
団
員
 

〇
研
修
期
間
 
昭
和
四
十
八

年
十
月
ー
十
一
月
ま
で
約
ニ
カ
 

月
間
 

〇
訪
問
国

東
南
ァ
ジ
ア
お

よ
び
そ
の
隣
接

国
 〇

経
費
 
約
八
万
円
 

〇
応
募
資
格
 
二
十
歳
ー
一
一
 

十
六
歳
未
満
の
日
本
人
 

中
卒
程
度
以
上
の
英
会
話
の
 

で
き
る
人
 

〇
失
格
条
件
 
海
外
渡
航
経
 

験
者
、
学
生
、
議
会
議
員
 

〇
募
集
人
員
 
青
森
県
か
ら
 

三
人
程
度
 

'
 '

 
第
十
五

回
青
年
海

外
派
遣
 

〇
研
修
期
間
 
昭
和
四
十
八
 

年
九
月
ー
十
月
頃
ま
で
約

ー
カ
 

月
間
 

〇
訪
問
国
 
ァ
フ
リ
カ
 

〇
経
費
 
無
料
 

〇
応
募
資
格
 
二
十
歳
ー
一
一
 

十
六
歳
未
満
の
日
本
人
 

〇
失
格
条
件
 
海
外
渡
航
経
 

験
者
、
学
生
、
議
会
議
員
 

〇
募
集
人
員
 
青
森
県
で
ひ
 

ン
」h
ノ
 

短
期

青
少
年

海
外
 

派
遣
 

〇
研
修
期
間
 
昭
和
四
十
八
 

年
十
月
出
発
 
約
二
週
間
 

〇
訪
問
国
 
欧
州
班
、
北
米

班
の
二
班
 

〇
経
費
 
無
料
 

〇
応
募
資
格
 
二
十
歳
ー
一
一

十
六
歳
未
満
の
日
本
人
 

〇
失
格
条
件
 
海
外
渡
航
経

験
者
、
学
生
、
議
会
議
員

〇
募
集
人
員

青
森
県
か
ら

欧
州
班
ひ
と
り

北
米
班
ひ
と
り

※
作
文
を
提

出
す
る
必
要
な
ど
が
あ
り
ま
す

か
ら
詳
細
に
つ
い
て
は
国
連
青

少
年
の
家
、
電
話
④
三
四
九
四

番
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
締
め
き
り
は
昭

和
四
十
八
年
四
月
十
九
日
ま
で
 

（関
係
書
類
の
提
出
を
含
め

て
）
 

'
 

く
 

簡
易
保
険
の
契
約
 

が
十
六

兆
円
突
破
 

郵
便
局
の
簡
易
保
険
の
保
有

契
約
高
が
、
三
月
五
日
に
十
六

兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
昨
年
十
一
月
に
十
五
兆
円

に
達
し
て
か
ら
わ
ず
か
四
カ
月

と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
、
昭
和
四

十
七
年
三
月
末
の
保
有
契
約
高

が
十
三
兆
円
な
の
で
、
こ
の

一

年
間
で
三
兆
円
の
増
加
と
な
り

ま
す
。
 

こ
れ
は
、
昨
年
九
月
か
ら
新

発
売
の
保
障
の
厚
い

ニ
ユ
ー
ク

ロ
ー
バ
ー
保
険
が
予
想
以
上
に

好
評
な
た
め
、
保
有
契
約
高
も

そ
れ
以
後
急
速
に
増
加
傾
向
を

示
し
た
も
の
と
郵
政
省
簡
易
保

険
局
は
み
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
の
昨
年

九
月
か
ら
こ
と
し
ニ
月
ま
で
の

新
契
約
の
発
売
件
数
は

一
、
〇

六
八
件
で
、
そ
の
う
ち
ニ
ユ

ー
 

ク
F
ー
バ
ー
保
険
は
二
百
十
六

件
の

一
九
・
一
督
で
最
も
高
い

販
売
率
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 



月 日 
▽
最
も
火
事
の
発
生
し
ゃ
す

い
時
期
に
 

火
入
れ
禁
止
期
間
を
も
う
け

て
い
ま
す
 

火
入
れ
禁
止
期
間
 
四
月
中

旬
ー
五
月
中
旬
ま
で
 

▽
野
良
仕
事
や
ハ
イ
キ
ン
グ

の
と
き
は
、
と
く
に
火
の
始
末

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
 

山
火
事
の
原
因
は
、
た
き
火

不
明
火
、
火
入
れ
の
順
に
な
っ

て
お
り
発
生
し
ゃ
す
い
時
期
は

四
、
五
月
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

慣れた火に 

新たな注意を 

春季火災予防運動 

4 月 2 日 ～一 4 月30日 

敷
幾
宮
本

、
 
、
町
 

、
、
新
、
屋
曲元
各

井
錦
広
旭
布
小

、
の
校

平

、
末
、
、
、
沼
谷学
 

ク
 
ク
 
ク
  

下
田

、
東
端町
蓮
鎌

、
 

所

、
な原

、
川
各
、
、
庁
 

〒
十I
  
、
『

I

r
Hp
 

、
ー
 

ノ
イ
‘
 
、
 
、

L
ー
 

ー
 
場
中

ひ
柏
大

、
の田
新
公

好

川
島
和

橋
 

沢
在

、
、
、
、
木
生
。
、
官

三
中

松
七
長

栄

梅
所
上

島
島
寺
岩
弥
栄
柳
と
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

農協 

市 中川支所

松島第一農協 

市 七和支所

ク 長橋支所

農協 栄支所

市 梅沢支所

出向て検査 

市民文化会館 

ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

検査 場所 区 	域 

市 毘沙門支所毘沙門支所管内

ク 飯詰支所飯詰 ク 

5月巧日 

5月 7日 

5月 7日 

5月 8日 

5 月 9 日 

5月 9 日 

5月10日 

5月10日 
= ‘ーニコ 

5月11日 

5月11日 

5月12日 

5月14日 

5月16日 

間 時 

9時～16時まで 

10時～12時まで 

13時～16時まで 

9時～16時まで 

9時～12時まで 

13時～16時まで 

9時～12時まで 

13時～16時まで 

9時～12時まで 

13時～16時まで 

9時～12時まで 

9時30分～16時 
まで 

9時～16時まで 

鴛年 計量器（はかり）の定期検査 

昭和48年度の計量器定期検査は5月7日から下記のとおり実

施しますから該当者は印鑑ご持参のうえ必ず検査を受けて

ください。指定日につごうのわるい方または距離的につご

うのわるい方は期間中どこの検査場所でも受け付けします。 

なお、昭和42年6月30日計量法の改正施行により、サシ、 

マス類は検査対象外になり、定期検査も検定に準じて手数

料を徴することになりましたので受検者は当日県証紙か小

銭をご持参願います。 

検査を受けなければならない業種、物品の販売と取引の

ための計量器を使用するいっさいの業種（サシ、マス類は

除く）その他計量器を使用する学校、官公庁（国有鉄道と

郵便局は除く） 

※検査終了後立入検査があり、違反した場合は計量法第 

234条により 6 カ月以下の懲役、もしくは5万円以下の罰金

に処されまたは併科されますので該当者は必ず定期検査を

受けて違反のないようにしてください。 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

煽，⑤4321 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

忘
れ
て
い
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
期

限
ま
で
に
必
ず
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

納
期
限
は
一
月
、
二
月
、
三

月
分
は
囚
月
末
日
と
い
う
よ
う
 

ー
 
カ
月
ご
と

に
納
期
限
が
決

め
ら
れ
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
 

昭
和
四
十
七
年

四
月
分
か
ら
こ
 

と
し
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
は

こ
の
四
月
三
十
日
を
過
ぎ
ま
す

と
市
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
直
接
社
会
保
険
事
務

所
に
納
め
る
か
、
納
付
書
で
銀

行
や
郵
便
局
で
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
手
数
が
か
か
り
 

ま
す
。
 

保
険
料
を
納
め
る
方
法
が
め

ん
ど
う
に
な
り
ま
す
と
、
つ
い

何
力
月
分
も
滞
納
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
、
保
険
料
の
額
が

大
き
く
な
っ
て
一
度
に
納
め
る

の
が
大
変
で
す
。
も
し
、
保
険
 

料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
せ

ん
と
こ
の
間
に
思
わ
〈
竪
事
故
で

ケ
ガ
を
し
た
り
、
 一
家
の
柱
で

あ
る
ご
主
人
が
亡
く
な
っ
た
り

し
た
と
き
に
障
害
年
金
や
母
子

年
金
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
に
も
な
り
、
六
十
 

五
歳
に
な
っ
て
も
老
齢
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
 

こ
の
よ
う
な
事
故
に
あ
っ
た

り
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
あ
わ

て
て
保
険
料
を
納
め
て
も
ま
に

あ
い
ま
せ
ん
。
納
め
忘
れ
の
保
 

険
料
が
な
い
か
 

ど
う
か
、
も
う
 

一
度
確
め
て
く

一r
  
で
 
だ
さ
い

c
納
め

賃
  

す
 
た
つ
も

り
で
、
 

納
め
忘
れ
が
あ

っ
た
例
が
案
外
多
い
も
の
で
す

か
ら
、
保
険
料
は
必
ず
納
期
限

ま
で
納
め
、
と
く
に
市
の
窓
ロ

で
納
め
ら
れ
る
四
月
三
十
日
ま

で
に
完
納
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

綴

納

め
ま
し

た

か
 

四
月
末
日
が
納
期
 昨 

⑦
 

、
 

森
林
シ
 

山
火
事
か
ら
守
ろ
う
 

山
火
事
の
発
生
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
山
火
事
防

止
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
火
入
れ
す
る
と
き
は
市
町

村
長
の
許
可
が
必
要
で
す
 

▽
許
可
な
く
火
入
れ
を
し
た

り
、
許
可
の
と
お
り
実
行
し
な

い
と
き
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
 

1
教
育

振
興
基
金

J
 

r
に
と

1
0万
円

L
 

市
内
大
町
、
小
林
金
物
店

（
 

小
林
ひ
さ
さ
ん
）
 は
三
月
二
十

八
日
、
財
団
法
人
市
教
育
振
興

会
の
基
金
に
と
現
金
十
万
円
を

贈
り
ま
し
た
。
 

先
ご
ろ
亡
く
な
っ
た
ご
主
人

東
吉
さ
ん
の
香
典
返
し
に
五
所

川
原

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
と

お
し
て
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

ー
  
I

、
、
‘I
ノ
ー
・l
ー
ー
 

 

'
／

ー
 



▽
募
集
人
員
 

若
干
名
 

▽
資
格
 
看
 

員看

募護 

集職 

⑧
 

おしらせ 

明日を開く映画の会 

親子で楽しめるためになる映画会で、 

す。みんなおさそいあわせのうえお 

いでください。入場は無料です。 

▽と き 4月21日（土）午後2時～ 

4時 

▽ところ 市民文化会館大ホール 

▽上映映画 

カラースコープ 

こどもむけマンガ忍術劇映画 

「カムイ外伝」 

家庭教育映画 
「石ころの歌」 

J凄
J注
 

）鷺
鍵
舞
 

小
学
唱
歌
に

ク
春
の
小
川
は

サ
ラ
サ
ラ
行
く
ょ
、
岸
の
ス
ミ

レ
や
レ
ン
ゲ
の
花
に
、
姿
や
さ

し
く
色
美
し
く
…

ク
と
い
う
歌

も
あ
り
ま
す
の
で
、
 レ
ン
ゲ
ソ

ウ
の
名
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
津
軽

地
方
で
は
こ
の
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
を

全
く
見
る
こ
を
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
実
物
に
接
し
て
い
る
方
 

が
少
な
い

よ
う
に

思
わ
れ

ま

す
。
 

レ
ン
ゲ
ソ
ウ
は
中
国
原
産
の

二
年
草
で
、
徳
川
時
代
に
渡
来

し
て
き
た

と
記
録
に

あ

り
ま
 

レ

ン
ゲ

ソ
ウ
 

（
マ
 
メ
 
科
）
 

す
。
根
に
は
根
粒
バ
ク
テ
リ
7
 

が
共
生
し
、
空
中
の
窒
素
を
固

定
し
て
貯
え
ま
す
の
で
、
緑
肥

と
し
て
は
最
適
と
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
全
国
各
 

地
の
田
地
に
栽
培
さ
れ
広
く
知

ら
れ
て
い
る
植
物
で
す
。
 

寒
さ
に
と
っ
て
も
弱
い
の
で

津
軽
の
私
た
ち
に
は
幻
の
花
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
レ
ン

ゲ
ソ
ウ

（
蓮
華
草
）
の
語
源
は

こ
の
花
の
色
が
ピ
ン
ク
で
輪
状

に
並
ん
で
つ
い
て
い
る
の
を

ハ

ス
 
（蓮
）
 の
花
に
み
た
て
た
と

こ
ろ
か
ら
き
て
い
ま
す
。
 

姿
や
さ
し
く
色
美
し
く
、
そ

し
て
か
れ
ん
な
花
で
す
。
 

「

J川
”
ぺ
‘ー
 

1
婦
人

病
検
診

J
 

r
ニ
十
日
締

切

L
 

毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
検

診
車
に
よ
る
婦
人
病
検
診
は
、
 

こ
と
し
も
弘
前
大
学
の
協
力
で

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
の
で

希
望
者
は
四
月
二
十
日
ま
で
市

健
康
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
、
 

市
農
協
、
七
和
農
協
指
導
部
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 
五
月
二
日
、
六
月

二
十
日
 
正
午
か
ら
午
後
三
時

ま
で
 

▽
対
象
者
 
市
内
に
居
住
し

て
い
る
満
三
十
五
歳
以
上
の
婦

人
の
方
 

▽
検
診
場
所
 

市
中
央
公
民
館
前
 

▽
料
金
 
八
百
円
の
う
ち
個

人
負
担
四
百
円
 

▽
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名

年
齢
、
世
帯
主
の
氏
名
を
明
記

す
る
こ
と
。
 

一
ー
妊
産婦
の
外
来

J
 

一ー
医
療
費
も
無

料

L
 

市
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

妊
産
婦
の
外
来
診
療
の
医
療
費

に
対
し
十
割
給
付
を
し
ま
す
。
 

給
付
期
間
は
妊
娠
の
届
出
の

あ
っ
た
日
か
ら
出
産
の
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
妊
娠
の
届
出
の

際
「
妊
産
婦
十
割
給
付
証
明
書
 

」
を
交
付
し
ま
す
の
で
母
子
健

康
手
帳
と
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
流
産
、
早

産
、
死
産
な
ど
の
場
合
は
、
た

だ
ち
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
四
月
一
日
以
前
に
妊
娠

の
届
出
を
し
、
ま
た
は
三
月
中

に
出
産
し
た
方
も
該
当
に
な
り

ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
と

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

ご
持
参
の
う
え
、
市
窓
ロ
サ

ー
 

ビ
ス
課
で
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

護
婦
、
助
産
婦
、
准
看
護
婦

▽
待
遇
 
市
職
員
の
給
与
条

例
に
よ
る
 

▽
応
募
方
法
 
履
歴
書
二
部
 

（写
真
添
付
）
、
免
許
証
（
写
 

）
二
部
を
郵
送
、
ま
た
は
持
参

の
こ
と
。
面
接
の
日
時
は
追
っ

で
通
知
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
立
西
北
中
央
病

院
管
理
課

（
郵
便
番
号
〇
三
七

五
所
川
原
市
字
布
屋
町
四
一
番

地
）
 

1
米
寿
の
祝
い
に

J
 

r
湯

の
み
贈
る

L
 

郵
政
省
簡
易
保
険
局
で
は
、
 

め
で
た
く
米
寿
を
迎
え
た
八
十

八
歳
の
お
と
し

よ
り
に

朱
泥
 

（
湯
の
み
）
を
贈
る
こ
と
に
な

り
、
五
所
川
原
郵
便
局
区
内
で

も
次
の
方

々
が
近
く
局
長
か
ら

伝
達
さ
れ
ま
す
。
 

米
寿
者
へ
の
記
念
品
の
贈
呈

は
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ

は
長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も

に
こ
の
行
事
を
通
じ
て
お
と
し

よ
り
を
大
切
に
す
る
気
風
を
育

て
、
死
亡
率
の
改
善
に
資
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
四
十

八
年
度
は
こ
の
記
念
品
を
贈
ら

れ
る
方
は
全
国
で
お
よ
そ
四
万

人
で
す
。
 

高
杉
喬

（
太
刀
打
）
木
村
た

き

（
新
町
）
増
田
ナ
ョ
 （
長富
 
 

）
上
見
た
け
（
飯
詰
）
出
町
サ

ナ
（
飯
詰
）
加
藤
長
四
郎
（
下

岩
崎
）
小
笠
原
元
太
郎
（
田
川
 

）
一
戸
い
と
 
（藻
川
）
 田
沢
タ
 

マ
 
（
元町
）
 

（敬
称
略
）
 

1
漏
電
し
ゃ
断
器

J
 

r
の
取
付
が
必
要

L
 

最
近
の
電
気
機
器
の
普
及
は

め
ざ
ま
し

い
も
の

が
あ

り
ま

す
が
そ
れ
に
つ
れ
て
い
ろ
い
ろ

な
場
所
（
作
業
現
場
、
湿
気
の

多
い
所
）
 
で
使用
す
る
例
が
ふ

え
て
き
て
お
り
、
万
一
漏
電
に

よ
る
感
電
、
火
災
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
大
き
な
損
害
と
な
り

人
命
に
も
お
よ
ぶ
災
害
に
も
な

り
ま
す
。
 

こ
れ
を
未
然
に
防
止
し
、
安

全
に
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
通

産
省
令
に
よ
り
電
気
設
備
技
術

基
準
が
改
訂
さ
れ
、
昭
和
四
十

八
年
二
月
一
日
か
ら
漏
電
し
ゃ

断
器
の
取
り
付
け
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
 

漏
電
し
ゃ
断
器
を
取
り
付
け
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
 

電
気
温
床
、
か
ん
が
い
排
水
用

モ
ー
タ
ー
、
融
雪
機
器
、
浴
室

で
使
用
す
る
洗
濯
機
、
水
気
の

あ
る
場
所
で
使
用
す
る
電
気
機

器
、
住
宅
に
施
設
す
る
二
百
ボ

ル
ト
用
の
機
器
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
東
北
電

力
五
所
川
原
営
業
所
、
電
話
⑤

二
一
五
一
番
へ
お
問
い
あ
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

1
午
前
十

一
時
五
J
 

r
十
五
分
に
変
更

L
 

R
A
B
市
政
 

ダ

イ
 
ヤ
ル
 

市
が
毎
週
土
曜
日
午
前
十
時

二
十
六
分
か
ら
R
A
B

（青
森

放
送
）
で
放
送
し
て
い
る

「
市

政
ダ
イ
ヤ
ル
」
 
は
、四
月
七
日

か
ら
毎
週
土
曜
日
午
前
十
一
時

五
十
五
分
か
ら
に
変
更
に
な
り

ま
す
。
 

市
政
の
お
知
ら
せ
を
放
送
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。
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